
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 荻窪病院 地域連携 News 2017 年 10 月 ■ 

当
院
は
、
平
成
29
年
8
月
29
日
付
に
て
東

京
都
よ
り
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
も
一
重
に
地
域
の
先
生
方
、
な
ら
び

に
、
医
療
・
介
護
関
係
者
の
み
な
さ
ま
の
多

大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

区
西
部
医
療
圏
（
新
宿
区
・
中
野
区
・
杉

並
区
）
は
、
新
宿
区
に
特
定
機
能
病
院
が
集

中
し
、
医
療
圏
の
東
側
に
お
い
て
は
医
療
資

源
に
恵
ま
れ
て
い
る
一
方
、
西
側
で
は
、
人

口
に
対
し
て
の
医
療
資
源
が
不
足
し
て
い
る

状
況
で
す
。
医
療
圏
の
西
端
に
位
置
す
る
杉

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て 

近
隣
の
先
生
方
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う 

救
急
か
ら
在
宅
支
援
ま
で
連
携
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す 

  

地
域
完
結
型
医
療
の
要
と
し
て
の 

役
割
を
果
た
す 

  並
区
は
、
人
口
57
万
人
の
う
ち
約
11
万
人
の

高
齢
者
を
抱
え
る
一
大
住
宅
都
市
で
す
が
、

近
隣
の
自
治
体
も
含
め
、
3
次
救
急
を
担
う

特
定
機
能
病
院
が
存
在
し
な
い
た
め
、
区
外

へ
の
救
急
搬
送
件
数
が
年
間
1
万
人
を
超

え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
住
民
、

医
療
機
関
・
介
護
施
設
に
と
っ
て
、
近
隣
の

急
性
期
病
院
の
診
療
機
能
向
上
へ
の
期
待

は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

も
年
間
４
７
０
０
件
の
救
急
搬
送 

に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
急
性
期
病
院
と
し
て
、
年
間
４
６

０
０
件
の
手
術
（
う
ち
全
身
麻
酔
及
び
脊
椎

麻
酔
は
２
８
０
０
件
）
を
施
行
し
て
お
り
、

救
急
疾
患
だ
け
で
な
く
、
が
ん
診
療
、
心
疾

患
を
始
め
、
高
度
で
専
門
的
な
医
療
を
総
合

的
に
提
供
す
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。 

在
宅
医
療
と
の
連
携
強
化
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
本
年
4
月
に
訪
問
診
療
を
行
う

部
門
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。
当
該
部
門
で

は
、
急
性
期
を
過
ぎ
た
入
院
患
者
さ
ま
に
早

弊
院
は
、
こ
れ
ま
で
医
療
機
能
の
役
割
分

担
を
念
頭
に
「
地
域
完
結
型
医
療
」
を
目
指

し
、
医
療
施
設
・
設
備
の
共
同
利
用
や
地
域

の
医
療
従
事
者
へ
向
け
た
研
修
会
・
情
報
交

換
会
等
を
開
催
し
、
地
域
医
療
機
関
と
の
顔

の
見
え
る
連
携
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

東
京
都
Ｃ
Ｃ
Ｕ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参

画
や
東
京
都
急
性
大
動
脈
ス
ー
パ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
緊
急
大
動
脈
重
点
病
院
指
定

を
始
め
、
緊
急
吐
下
血
、
頭
部
を
除
く
多
発

外
傷
、
産
科
救
急
な
ど
の
救
急
医
療
に
お
い
て

村
井 

信
二
（
む
ら
い 

し
ん
じ
） 

2009 年より病院長 

医学博士 日本外科学会指導医 

日本消化器外科学会認定医 

日本消化器内視鏡学会指導医 

日本内視鏡外科学会評議員 

日本肝胆膵外科学会評議員 

慶應義塾大学医学部客員教授（外科学） 

理
事
長
・
病
院
長 

Ogikubo Hospital 



 

 

お 

期
に
退
院
し
て
頂
き
、
弊
院
の
訪
問
診
療
医

が
患
者
さ
ま
の
自
宅
で
症
状
が
落
ち
着
く
ま

で
診
療
し
、
そ
の
後
、
地
域
の
在
宅
医
療
を

担
う
先
生
方
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
度
の
地
域
医
療
支
援
病
院

の
承
認
に
あ
た
り
、
脳
卒
中
や
頭
部
外
傷
等

へ
の
入
院
診
療
体
制
を
整
備
し
、
救
急
・
急

性
期
医
療
の
拠
点
と
し
て
さ
ら
な
る
機
能
強

化
を
図
る
た
め
、
院
内
に
小
手
術
室
と
リ
カ

バ
リ
ー
5
床
を
兼
ね
た
「
日
帰
り
手
術
セ
ン

手
術
環
境
を
整
え
、
重
症
患
者
の 

受
け
入
れ
の
拡
大
に
貢
献
し
ま
す 

ご参加お待ちしています！ カンファレンスのご案内 

医療法人財団 荻窪病院 地域連携室    

TEL03-3399-0257 FAX03-3399-0258 

月～金 8：30～18：30  土 8：30～12：00 

〒167-0035 杉並区今川 3-1-24 http://www.ogikubo-hospital.or.jp/ 

 

医
師
入
退
職
の
お
知
ら
せ 

 

退
職
（
９
月
３０
日
付
） 

皮
膚
科 

小
松 

広
彦 

 

入
職
（
１０
月
１
日
付
け
） 

皮
膚
科 

小
林 

祐
香
莉 

麻
酔
科 

古
谷 

明
子 

 

タ
ー
」
の
新
設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
全
身
麻
酔
手
術
を
要
す
る
入
院

患
者
さ
ま
の
受
け
入
れ
拡
大
を
図
り
、
医
療

圏
以
外
か
ら
の
搬
送
を
含
め
た
救
急
医
療
体

制
の
充
実
に
さ
ら
な
る
貢
献
を
し
て
い
く
所

存
で
す
。 

ま
た
、
医
療
施
設
・
設
備
の
共
同
利
用
や

地
域
の
医
療
従
事
者
、
並
び
に
介
護
従
事
者

へ
の
研
修
会
の
開
催
に
も
よ
り
一
層
力
を
入

れ
る
と
共
に
、
地
域
の
在
宅
医
療
と
の
連
携

強
化
、
並
び
に
介
護
施
設
と
の
感
染
管
理
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、「
地
域
完
結

型
医
療
」
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
よ
り
質

の
高
い
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
貢

献
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

荻 窪 病 院 Data (2016 年度) 
 

地域医療支援病院として 

・病床数 252 床 ・診療科数 24 科   
・常勤医師数 75 名（10 月 1 日現在） 

・紹介率 60.4％ 逆紹介率 72.4％ 
・月平均 紹介患者数 880 名 
・月平均 新入院患者数 745 名 
・平均在院日数 8.6 日 

 

11
月
8
日
（
水
） 

荻
窪
循
環
器
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス 

 
 

新
東
京
会
館
・
１
９
時
３
０
分
～ 

 

◆
当
院
に
お
け
る
胸
部
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト 

内
挿
術
の
現
状
と
成
績 

心
臓
血
管
外
科 

飯
田 

泰
功 

◆
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の 

「
目
に
は
み
え
な
い
」
効
果 

循
環
器
内
科 

渡
会 

昌
広 

 

11
月
13
日
（
月
） 

荻
窪
整
形
外
科
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス 

 
 

新
東
京
会
館
・
１
９
時
２
０
分
～ 

 

◆
当
院
整
形
外
科
の
取
り
組
み 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長
・
足
の
外
科
セ
ン
タ
ー
長 

早
稲
田
明
生 

◆
脊
椎
疾
患
の
治
療
と
医
療
安
全 

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学 

教
授 

松
本 

守
雄
先
生 

 

12
月
5
日
（
火
） 

荻
窪
病
院 

医
療
懇
話
会 

 
 

マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
・
１
９
時
３
０
分
～ 

 

当
院
の
今
後
の
展
望
な
ど
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
年
末
の
お
忙
し
い
時
期
で
す
が
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
連
携
室
ま
で 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


